
大規模災害プラットフォーム
”Civic Force”

基本構想
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公益社団法人Civic Force
代表理事大西健丞

一刻も早く、一人でも多く救う。
そのために、必要不可欠なプラットフォームを創ります。

「大規模災害プラットフォーム”Civic Force”」とは、

国内の大規模災害時に迅速で効果的な支援を行うための

NPO/NGO 、企業、政府、行政の連携組織です。

大規模災害時の支援に必要な

【情報】【人】【資金】【モノ】が

組織内で共有・活用されることで円滑で効果的な支援を可能にします。
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日本の災害対応体制には、空白があります。

中央政府の
即応体制の構築
（危機管理庁）

民間（NPO）と企
業・自治体協働の
即応体制の構築
（Civic Force)

△
（形成中）

×
（未了）

災害即応ハイブリッド・モデルの構築

ポイント１ 危機管理庁とCivic Forceの一体型即応メカニズム
ポイント２ Civic Forceが初動資金受け皿・分配機能を保有

【企画の背景】
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現地支援スタッフの災害時派遣

・災害時の支援物資（商品）やサービスの提供のプログラム
準備

市民社会（NPO)、政府、企業、地方自治体が協力して災害に迅
速に対応するプラットフォームを構築します。

国内災害に迅速・効率的に対応

メディア

【基本構想】

地方自治体

・事前の事業調整と訓練の実施

・緊急時の支援調整

中央政府

・災害支援金の提供

・海上自衛隊との支援調整

・ ・緊急時の支援調整

NPO・NGO

・災害時の即応体制準備

・災害時支援活動

企業（有志連合）

・社員の被災地ボランティア派遣

・災害時の商品やサービス提供

・運営費拠出

医療機関

・医療機関間の支援体制づくり

・緊急時の支援調整

CIVIC FORCE

有識者

調整

事務局

一般市民（寄付者）
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日本の成功モデルをアジア諸国に広げます。

各国プラットフォーム
の「ハイブリッド化」支

援

官民連携即応体制
＋

初動資金受け皿機能

各国のハイブリッド・プラットフォームが繋がり、
相互支援型地域プラットフォームを構築します。

政府
経済界、
市民

アジア各国
プラットフォーム

被災国
プラットフォーム

資金支援・義捐金

地域共同

プラット
フォーム

支
援
国
側

被
災
国
側

ＮＧＯＮＧＯＮＧＯ

ポイント１
日本は支援国に
も被災国にもなり

えます。

ポイント２
各国市民の善意
（寄付）をつなげ

ます。

ポイント３
緊急災害時の受
入体制が万全で

す。

★日本政府（緊急援
助隊、自衛隊）や
NGOの海外派遣が

被災国プラット
フォームとの連携で
効率的に実現


